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第 1 節 はじめに 
マルチメディアの発展に伴った第二言語（second language: 以下，L2）の学習において，聴
解は重要な言語技能とされている（Vandergrift, 2017）。日本語学習者は L2 として日本語の文章
を聴く際，どのような処理を行っているのであろうか。本研究では，中国語を母語（ native 
language: first language と同義として以下，L1）とする日本語学習者（以下，中国人学習者）
における文章の聴解を，作動記憶（working memory: 以下，WM）の機能の観点から検討する。 
 








（1985）の 3 段階モデルの第 1 段階と第 2 段階，すなわち，知覚段階と解析段階にあたると考え
られる。文章聴解の場合，先行呈示された情報を，繰り返しリハーサルを行って保持し，後続の








第 3 節 作動記憶の理論 
Baddeley（2000）によって提出された WM のモデルによると，WM は作動記憶と関わる情報






究が増えつつある。L2 としての日本語の聴解研究では，学習者の WM 容量が聴解成績に寄与す
ることが明らかとなっている（e.g., 福田，2004；前田，2008）。これらの研究で取り扱われた
WM 容量は，リーディングスパンテスト（reading span test: 以下，RST）及びリスニングスパ













第 4 節 聴解における音韻ループの機能 
音韻的・言語的情報を一時的に保持する音韻ループには，音韻ストア（phonological store）
と構音コントロール過程（articulatory control process）という 2 つの異なる過程が存在する
（Baddeley, 1990）。音韻ループが聴解に重要な役割を果たすことが示唆され（e.g., Baddeley, 
2003；齊藤，1997），特に，音韻ループが単語の順序に関する情報の保持を担うことにより，文
の理解に貢献していることが実験によって明らかにされている（齊藤，1997）。ここでは，






































本研究では，以下の 2 つの課題を設定する。 
【研究課題 1】本研究の実験 1 では，日本語学習者の聴解において構音抑制が影響を及ぼすか否
かを明らかにする。  
【研究課題 2】Anderson（1985）の聴解 3 段階に基づき，言語処理効率の異なる学習者の処理資
源の配分について，言語性 WM の構成要素の機能から検討し，その特徴を明らかにする。  







第 1 節 第二言語としての日本語の文章聴解における構音抑制の影響（実験 1） 
 実験 1 では，日本語学習者の一般的な文章聴解における構音抑制の影響について，WM 容量×
構音抑制の有無の 2 要因計画を用いて検討した。 








第 2 節 第二言語としての日本語の聴解過程における情報の処理と保持の検討 
―文脈を操作して―  
1. 連続呈示文を用いた実験的検討（実験 2） 
 実験 2 では，単文の連続呈示事態を用いて知覚段階と解析段階における言語処理効率が異なる
学習者の処理様相について構音抑制課題を用いて検討した。文が聴覚呈示された後の再認テスト
の正答率を従属変数とし，WM 容量×構音抑制の有無×対応文の位置の 3 要因計画を用いて検討
した。 
 その結果，3 文目の正答率が 2 文目より高かった。3 文目の情報は記憶の新近性効果によるも






2. 文脈の順序性を操作した実験的検討（実験 3） 
 実験 3 では，文脈の順序性を要因として操作し，文章聴解の解析段階，または情報の統合を含
む利用段階における情報の処理と記憶の様相について，構音抑制課題を用いて検討した。聴解課
題における口頭再生テストの正再生率，再認テストの正答率を従属変数とし，WM 容量×構音抑









構音抑制が文章聴解過程の第 2 段階の解析段階と第 3 段階への利用段階に影響を及ぼすことが窺
えた。 
3. 文脈の連続性を操作した実験的検討（実験 4） 
 実験 4 では，文脈の連続性を要因として操作し，文章聴解の第 3 段階の利用段階における，情
報の処理と記憶の様相について構音抑制課題を用いて検討した。聴解課題における口頭再生テス
トの正再生率と推論テストの正答率を従属変数とし，WM 容量×構音抑制の有無×文章の連続性










4. 実験 2〜4 のまとめ 
WM 容量の小さい学習者では，二重課題としての構音抑制が聴解の解析段階の処理に支障をき
たすことから，文章の命題表象の形成に至らず音韻情報に依存することが示唆された。このこと







第 1 節 結果のまとめ 
1. 第二言語の聴解における構音抑制の影響について 










2. 聴解の 3 段階における処理資源の配分について 
日本語学習者の処理資源の配分について，以下の 3 点がわかった。 
（1）日本語の文章聴解における処理と記憶が並行する際，WM 容量の大小によって処理資源の
配分に関して異なる様相がみられた。                      
（2）上級学習者であっても言語処理の自動性が L1 話者ほど発達していないため，第 1 段階の知
覚段階及び第 2 段階の解析段階に WM の中央実行系のコントロールを必要とする。     
（3）WM 容量の小さい学習者は，短時間内に処理できない一定の長さの語句について，意識的
に維持リハーサルをしない可能性が高い。                   
3. 聴解の 3 段階における注意の向け方について 




ベルの情報を保存することが推察された。                                  
（2）WM 容量の大きい学習者であっても，第 3 段階の利用段階での統合が難しい。処理負荷に






















第 2 節 本研究の意義 
本研究の意義について，以下の 3 点が挙げられる。1 点目は，これまで未解明であった文章聴
解時の WM の機能について，複数の実験を行い，その詳細を検討した点である。2 点目は，聴解
の 3 段階に沿って日本語学習者の文章聴解時の処理過程を提案したことに意義がある点である。
3 点目は，WM 容量の大小における具体的な相違を明らかにした点である。本研究は，L2 として
の日本語の研究と教育の両側面に新たな視点を与えたと言える。  
 








第 4 節 今後の課題 
本研究の発展課題は，以下の 3 点である。1 点目は，学習者の既有知識を操作して実験的に検
討することである。2 点目は，学習者の聴解における処理スパンを実験的に検討することである。
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